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心
の
底
か
ら
「
ば
ん
ざ

ー
い
！
」
と
叫
ん
だ
昨
年

の
総
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん

の
大
奮
闘
で
、
東
北
の
命

綱
、
高
橋
千
鶴
子
さ
ん
の

五
選
を
果
た
し
、
２
議
席 参議院議員

紙 智子

目
へ
の
地
歩
を
築
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
か

っ
た
の
は
、
衆
議
院
で2

1

人
に
増
え
て
、
農
林
水
産

委
員
会
の
委
員
が
０
か
ら

一
気
に
２
人
に
増
え
た
こ

と
で
す
。
震
災
か
ら
の
復

興
に
と
っ
て
も
、
農
業
、

林
業
、
漁
業
の
再
生
が
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

い
よ
い
よ
、
本
格
的
な

自
共
対
決
の
時
代
で
す
。

躍
進
の
流
れ
を
止
め
ず
、

東
北
の
心
を
国
政
に
届

け
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
政
治
へ
の
転
換
を
め

ざ
し
、
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
で
も
必
ず
勝
利
し
ま
し

ょ
う
。
私
も
全
力
を
尽
く

し
ま
す
！

寄
せ
ら
れ
る
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
時
代
が

始
ま
り
つ
つ
あ
る
、
鶴
岡

で
も
そ
う
い
う
手
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。

戦
後

年
の
今
年
、
日

70

本
の
進
路
が
大
き
く
問
わ

れ
る
年
で
す
。
力
を
増
し

た
日
本
共
産
党
と
国
民
の

共
同
で
、
暴
走
す
る
安
倍

政
権
を
追
い
詰
め
る
年
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
は
、
統
一
地
方
選
挙
。

鶴
岡
で
も
い
よ
い
よ
県
議

選
で
す
。

私
は
、
先
月
末
を
以
て

市
議
を
辞
職
し
ま
し
た
。

悪
政
と
た
た
か
い
、
県
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
議

席
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

持
て
る
力
の
全
て
を
出
し

尽
く
す
決
意
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

衆
院
選
躍
進
の
喜
び
の

中
で
迎
え
る
新
年
と
な
り

ま
し
た
。
二
大
政
党
制
や

第
三
極
へ
の
幻
想
が
崩
壊

し
た
中
で
、
「
政
治
を
変

え
て
欲
し
い
」
と
い
う
強

い
願
い
が
日
本
共
産
党
に

昨
年
の
総
選
挙
で
は
皆

様
の
お
力
添
え
で
日
本
共

産
党
が
大
躍
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
橋
ち

づ
子
さ
ん
に
加
え
東
北
の

二
つ
目
の
議
席
が
展
望
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し

ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

消
費
税
の
再
増
税
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
、
原
発
再
稼
働
、

社
会
保
障
の
解
体
、
そ
し

て
と
う
と
う
日
本
を
戦
争

す
る
国
に
す
る
憲
法
無
視

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
、

と
安
倍
暴
走
政
治
と
の
対

決
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。
総
選
挙
で
勝
利
し
た

力
を
さ
ら
に
大
き
く
し

て
、
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
、

参
院
選
に
も
勝
利
し
て
、

国
民
運
動
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
日
本
の
未
来
を

明
る
い
方
向
へ
転
換
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参議院議員
大門みきし

昨
年
の
総
選
挙
で
は
、

皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
支
援

で

議
席
へ
と
躍
進
を
果

21
た
し
ま
し
た
。
東
北
も
12

万
以
上
の
得
票
増
で
５
期

目
当
選
を
果
た
し
、
２
議

席
ま
で
あ
と
一
歩
と
迫
り

ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
奮

闘
さ
れ
た
候
補
者
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
ご
支
援
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
い
っ
せ
い

地
方
選
挙
。
な
く
て
は
な

ら
な
い
地
元
の
顔
を
必
ず

勝
利
さ
せ
、
躍
進
を
つ
か

み
ま
し
ょ
う
。

私
も
、
新
し
い
国
会
の

仲
間
、
そ
し
て
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
東
北
、
全
国
の

皆
さ
ん
と
力
あ
わ
せ
、「
日

本
共
産
党
が
伸
び
れ
ば
政

治
は
変
わ
る
」
と
訴
え
て

き
た
こ
と
が
実
感
で
き
る

よ
う
に
、
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

衆議院議員
高橋千鶴子

前鶴岡市議会議員
関とおる

２
０
１
５
年

元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
が
２
日
か
ら

日
ま
で

19

開
か
れ
ま
し
た
。

当
局
提
案
の
専
決
処
分

１
件
、
補
正
予
算
４
件
、

条
例

件
、
事
件

件
、

10

29

人
事
２
件
、
最
終
日
に
補

正
予
算
１
件
、
条
例
１
件

を
加
え
、

件
が
原
案
通

48

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
国
の
教
育
委
員
会
制

度
改
悪
に
基
づ
く
条
例
改

正
と
下
水
道
事
業
を
特
別

会
計
か
ら
企
業
会
計
方
式

へ
移
行
す
る
条
例
改
正
、

及
び
小
堅
地
区

の
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

に
反
対
し
ま
し

た
。

教
育
委
改
悪

首
長
の
介
入

容
認
で
教
育

の
自
主
性
が

脅
か
さ
れ
る

加
藤
太
一
議

員
は
教
育
委
員

会
制
度
改
悪
に

つ
い
て
、
「
教

育
委
員
長
を
廃

止
し
て
新
教
育

長
に
権
限
を
統

合
し
、
首
長
の

直
接
任
命
と
し

た
こ
と
。

す
べ
て
の
自

治
体
に
教
育
の

基
本
計
画
で
あ

る
「
大
綱
」
の

策
定
を
義
務
づ

け
、
そ
の
策
定

の
権
限
を
首
長

に

与

え

た

こ

と
。戦

後
の
新
し

い
憲
法
の
も
と

で
、
教
育
委
員

会
は
戦
前
の
教

育

の

反

省

か

ら
、
教
育
の
自

主
性
を
尊
重
し

一
般
行
政
か
ら

の
独
立
と
政
治
介
入
の
排

除
を
目
的
と
し
て
制
度
化

さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
制
度
は
残

し
た
も
の
の
、
首
長
の
政

治
介
入
の
仕
組
み
を
作

り
、
政
治
か
ら
の
独
立
と

い
う
教
育
の
原
点
が
改
悪

さ
れ
た
」
と
述
べ
反
対
し

ま
し
た
。

下
水
道
の
企
業
会
計
化

国
の
狙
い
は
支
出
削
減

と
独
立
採
算
制
の
強
化

加
藤
鉱
一
議
員
は
下
水

道
の
受
益
者
負
担
金
に
つ

い
て
、
「
下
水
道
整
備
率

は
約
９
割
に
達
し
、
遅
く

実
施
と
な
る
地
域
か
ら
負

担
金
を
徴
収
す
る
理
由
は

失
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

反
対
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
下
水
道
事
業
の

企
業
会
計
へ
の
移
行
に
つ

い
て
、
「
国
の
狙
い
が
一

般
財
源
の
支
出
削
減
と
独

立
採
算
制
の
強
化
に

あ
り
、
費
用
負
担
の

ほ
と
ん
ど
を
市
民
か

ら
使
用
料
と
し
て
徴

収
す
る
こ
と
に
な

る
。下

水
道
法
に
も
と

づ
く
公
共
性
を
図
る

に
は
、
負
担
能
力
に

応
じ
た
税
金
、
い
わ

ゆ
る
一
般
財
源
を
自

治
体
の
裁
量
に
よ
っ

て
繰
り
入
れ
で
き
る

特
別
会
計
方
式
を
継

続
す
べ
き
」
と
述
べ

反
対
し
ま
し
た
。

「
集
団
的
自
衛
権

撤
回
」
、
新
政
・
政

友
公
明
が
反
対

市
民
の
請
願
で
は
、「
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

「
閣
議
決
定
」
を
撤
回
し
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
に
向

け
た
法
整
備
を
行
わ
な
い

こ
と
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
」
２
件
（
不
戦
の
誓
い

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
実

行
委
員
会
、
田
川
地
区
平

和
セ
ン
タ
ー
）
は
、
関
徹

議
員
と
石
井
清
則
議
員
が

賛
成
討
論
を
行
い
、
党
市

議
団
と
市
民
ク
ラ
ブ
が
賛

成
し
ま
し
た
が
、
新
政
ク

ラ
ブ
と
政
友
公
明
の
反
対

で
不
採
択
。

「
消
費
税
率

％
の
先

10

送
り
実
施
で
は
な
く
、
中

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
」
（
消
費
税
廃
止
田
川

地
区
各
界
連
）
は
、
菅
井

巌
議
員
が
賛
成
討
論
を
行

い
、
党
市
議
団
が
賛
成
、

他
会
派
が
す
べ
て
反
対
し

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

「
米
の
需
給
安
定
対
策

に
関
す
る
件
に
つ
い
て
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
」
及
び
「
農
協
改
革
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
意
見

書
提
出
を
求
め
る
請
願
」

（
鶴
岡
市
農
協
・
庄
内
た

が
わ
農
協
）
は
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
が

最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

市
職
員
給
与
引
き
上

げ
、
全
会
一
致
で
可
決

最
終
日
の
追
加
議
案
で

は
、
補
正
予
算
で
ユ
ネ
ス

コ
の
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
食
文
化
部
門
加

盟
の
認
定
を
受
け
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
経
費
（
４
０

０
万
円
）
、
及
び
市
特
別

職
の
期
末
手
当
の
増
額

（
２
３
２
万
円
）
、
市
職

員
給
与
改
定
（
２
５
２
６

万
円
）
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

市
職
員
給
与
条
例
の
一

部
改
正
で
は
、
平
成

年
26

度
分
に
つ
い
て
改
定
率
０

・

％
、
期
末
勤
勉
手
当

36
を
３
・

月
か
ら
３
・

85

95

月
、

年
度
分
に
つ
い
て

27

改
定
率
０
・

％
、
地
域

55

手
当
の
上
限
、
単
身
赴
任

手
当
の
加
算
な
ど
の
改
正

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

２０１４年１２月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
市民クラブ 無 日本共産党 政友公明 新政クラブ
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一

渋

谷

耕

一
国の教育委員会制度改悪で教育委員長を廃止し教育長の

権限を強化。「大綱」策定を首長に義務づけ委員会の独

立性と自主性が後退
● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ● 議

下水道事業の企業会計方式への移行で独立採算制を強化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ● 長

公共下水道事業の受益者負担金に小堅負担区を加え、土

地１㎡につき４００円とする
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

集団的自衛権行使の閣議決定を撤回し法整備を行わないこ

とを求める意見書提出の請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

消費税率10％の先送り実施ではなく、中止を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・平成26年度鶴岡市集落排水事業 上郷地区(機能強化対策)管路施設電
気設備改修工事（大広地内ほか）
日栄産業(有) 2,280,000円（2,290,000円）工期～27/1/30（落札率99.6％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・平成26年災 普通河川石金沢川河川災害復旧工事（大針地内）
(株)新栄 4,430,000円（4,473,000円）工期～27/3/20（落札率99.0％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・藤島歴史公園公衆トイレ新築工事
低入札価格調査のため落札決定保留中 － （19,516,000円）工期～27/3/27

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月18日入札分

・市立朝日中学校改築仕上げユニット工事
(株)佐藤工務 121,500,000円（121,779,000円）工期～27/3/10（落札率99.8％）
・羽黒町上川代地内消防ポンプ庫新築工事
中止


